
鳥取型低コストハウスの耐雪性

１ 情報・成果の内容
（１）背景・目的

高強度鋼管パイプにＸタイバーの利用でアーチパイプ間隔を広げてパイプ本数を少な
くし、低価格を実現した鳥取型低コストハウス（耐雪型）は、強度計算上は従来型の耐
雪型パイプハウスと同等以上の強度を持つとされている。しかし、ハウス天井の曲管が
ストレートジョイントで角度がなく雪が乗りやすいことが危惧されたほか、実際の積雪
下での耐雪性について実証されていなかった。
そこで、積雪地帯（標高 550m）において鳥取型低コストハウスの耐雪性を確認した

ので紹介する。
（２）情報・成果の要約

１）鳥取型低コストハウス（耐雪型）と従来の耐雪型パイプハウスとの耐雪性に大差
はない。

２）雪質が重い場合、雪が曲管上部まで達するとＸタイバーに大きな負荷がかかり大
きくしなり始めるため倒壊の危険性が高まる。

３）ハウス上部の雪をスムーズに滑落させるためにハウスサイドの除雪を行うなど、
従来の耐雪型パイプハウスと同様の管理が必要である。

２ 試験成果の概要
（１）鳥取型低コストハウスは平成 27年３月に園芸試験場日南試験地（標高 550m）に建設

した（耐雪型、ハウス間口６ｍ、長さ 22 ｍ、パイプピッチ 70 ㎝、2.8 ｍ間隔でＸタイ
バー補強、PO フィルム展張）。冬期間は除雪は行わず負荷をかけ、雪圧による天直管
や梁直管の沈み込み量を計測するとともに、ジョイント金具等の歪みの有無を目視で確
認した。

（２）2016 年１月 19 日から断続的に雪が降り続き１月 24 日早朝の時点で約１ｍの積雪と
なった。屋根上部にややしまった雪質の 30 ㎝程度の積雪が確認されたが、天直管の沈
み込みはごくわずかで、曲管の歪みやジョイント金具等のずれなどは確認できなかった。
従来型の耐雪型パイプハウス（パイプピッチ 45 ㎝、1.35 ｍ間隔で横梁補強）において
も同様に安定しており、両者の耐雪性に大差はないと判断された。
ハウス上部からの雪の滑落は、従来型の耐雪型パイプハウスと比較してやや早く問題

は認められなかった（表１）。

表１ ハウス構造の違いによる耐雪性能（2016年１月24日、積雪深約100cm、雪質やや重）
鳥取型低コストハウス（耐雪型） 耐雪型パイプハウス（普及型）

写 真

ハウス間口６ｍ ハウス間口６ｍ
長さ22ｍ、高さ3.5ｍ 長さ22ｍ、高さ3.0ｍ

構 造 パイプピッチ70㎝（33本） パイプピッチ45㎝（50本）
Ｘタイバー（2.8ｍ間隔） 横梁＋柄パイプ（1.35ｍ間隔）

天直管沈み込み ９mm ６mm
備 考 ジョイントずれ、歪み等なし ジョイントずれ、歪み等なし

ハウスバンドによりフィルムに十分 バンドレスとしていたためフィルム
なテンションが係っており滑落早い のたるみがあり滑落やや遅い



（３）2017年１月 20日夜から１月 24日にかけて積雪深は約 1.2ｍに達し、ハウスサイドに
は曲管上部に達するまでの積雪があったが、雪質は軽く、ハウスの顕著な歪みは生じな
かった。
２月 10 日夜からの積雪により 12 日には再び約 1.2 ｍに達した。前回の積雪の残雪に

よりハウスサイドの積雪は早期に曲管からハウス上部に達し、滑落が困難な状態となっ
た。曲管の歪みやジョイント金具等のずれはなかったが、梁直管の沈み込み量は 18 ㎜
となった。この時、Ｘタイバーの直管が弓状に大きく湾曲しているのが確認され、積雪
により大きな負荷がかかっていることが推測された。そこで、軒高まで除雪を行いハウ
ス上部の雪を滑落、除去したところＸタイバーは元の状態に復帰した（表２）。

表２ 鳥取型低コストハウスの耐雪性能

写 真

調査年月日 2017年１月25日 2017年２月12日
積 雪 深 約120cm 約120cm
雪 質 軽 重

天直管沈み込み ６mm ９mm
梁直管沈み込み ８mm 18mm
備 考 屋根上部に約30cmの積雪 滑落した雪が解け始め

ジョイントずれ、歪み等なし ジョイントずれ、歪み等なし
Ｘタイバーに湾曲を確認

（４）２カ年に渡る試験期間中、１ｍを超える積雪が３回あったが、鳥取型低コストハウス
は倒壊しなかった。しかし、ハウスサイド上部からの雪圧が急激に高まると倒壊の危険
性が高まると考えられ、Ｘタイバーに大きな負荷がかかる状況となる前に、ハウスサイ
ドの除雪を行うことは最低限必要な作業であろうと判断された。

３ 利用上の留意点
（１）本情報は PO フィルム展張１、２年目の調査結果である。長期展張したり汚れの付着

が著しいフィルムの場合はハウス上部の雪が滑落しにくいため、ハウス倒壊の危険性が
高まるため注意を要する。

（２）従来の耐雪型ハウスと同等の耐雪性があることを示したものであり、従来以上の耐雪
性を保証するものではない。よって、鳥取型低コストハウスでもハウスの倒壊を防ぐに
は、既報（新しい技術第 35 集、平成９年８月）を参考に下記の対策を講じる必要があ
る。
①ハウスサイドの積雪が軒高に達するまでに定期的に除雪（融雪）し、ハウス上部の
雪を速やかに滑落させる。

②横梁等の補強が施された耐雪型パイプハウスでも支柱を２～５ｍ間隔で設置する。
③除雪を可能とするハウス間隔の確保、吹きだまりとならない立地、棟方向を考慮し
てハウスを建設する。
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